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 事業概要 

GCOM-C*(しきさい)は 2017 年 12 月 23 日に打ち上げられた, 長期気候変動観測を目的とした人工
衛星である. 将来の気温上昇量の正確な予測に必要となる放射収支および炭素循環の変動メカニズム
解明のため, 全地球規模での長期間継続的な観測・データ収集を行う.  

GCOM-C ではアルゴリズムのバージョンアップの際, 過去データまで遡った再処理を実施する必要
がある. 年単位での超大規模な処理が必要となるため, 再処理の JSS2 への移植適合試験を実施する.  

*GCOM-C : Global change Observation Mission-Climate 
 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

スケーラビリティの大きな処理環境をもつ JSS2 を利用し, 膨大なシーンの処理を並列で実行するこ
とにより, プロダクトをユーザへより早く提供することが可能となる. 

 

 今年度の成果 

GCOM-C の再処理が JSS2 に移植可能かどうかの試験を実施した. 大半の処理は問題なく移植可能
であることを確認できたが, 一部はまだ課題を残しており引き続き移植試験を実施中(3/4 時点) 

 

 成果の公表 

なし 
 

GCOM-C 衛星管制運用およびミッション運用 
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